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脳, MRI, 灌流, 拡散, 酸素代謝
学外の社会活動
[ 日本国内 ] 宮城MR技術研究会（講演会  セミナー） 1997年1月 －1997年1月
[ 日本国内 ] 福島県放射線技師会講演会（講演会  セミナー） 1997年3月 －1997年3月
[ 日本国内 ] 第一製薬主催学術講演会（講演会  セミナー） 1999年9月 －1999年9月
[ 日本国内 ] 放射線科専門医会ミッドサマーセミナー（講演会  セミナー） 2001年7月 －2001年7月
[ 日本国内 ] 宮城MR技術研究会（講演会  セミナー） 2001年9月 －2001年9月
[ 日本国内 ] 第 31回日本神経放射線学会教育講演（講演会  セミナー） 2002年2月 －2002年2月
[ 日本国内 ] 第 5回北海道動態診断セミナー（講演会  セミナー） 2002年7月 －2002年7月
[ 日本国内 ] 第 17回艮陵脳卒中学研究会（講演会  セミナー） 2002年9月 －2002年9月
[ 日本国内 ] 第 1回心と脳研究会（講演会  セミナー） 2002年10月－2002年10月
[ 日本国内 ] 第 8回つくばMR懇話会（講演会  セミナー） 2002年11月－2002年11月
[ 日本国内 ] 第 5回秋田県放射線科医会学術講演会（講演会  セミナー） 2003年1月 －2003年1月
[ 日本国内 ] 第 33回東北大学医学部保健学科学術研究会（講演会  セミナー） 2004年6月 －2004年6月
[ 日本国内 ] 第 12回関西脳ＳＰＥＣＴ研究会（講演会  セミナー） 2005年3月 －2005年3月
[ 日本国内 ] 東北大小児科イブニングカンファランス（講演会  セミナー） 2005年3月 －2005年3月
[ 日本国内 ] 第 16回青葉画像研究会（講演会  セミナー） 2006年5月 －2006年5月
オープンキャンパス・研究所公開等




医用情報技術科学講座（医用物理学分野） 0 – 1
田村　元
学内活動
[ 全学教育 ] 全学教育審議会委員 2004年4月 －2005年3月
[ 全学教育 ] 全学教育審議会科目委員会委員 2004年4月 －2005年3月
[ 教育関連 ] 保  教務委員会委員 2004年4月 －2006年1月
[ 管理運営関連 ] 保  紀要編集委員会委員 2004年4月 －2006年3月
[ 全学教育 ] 全学教育科目委員会委員 2005年4月 －2006年3月
[ 管理運営関連 ] 保  将来計画委員会委員 2005年4月 －2006年3月
[ 全学 ] 大学情報データベース部局運用責任者連絡会議委員 2005年4月 －2006年3月
[ 全学教育 ] 教務情報システム運営委員会委員 2005年4月 －2007年3月
[ 全学教育 ] 学務審議会委員 2005年4月 －現在
[ 教育関連 ] 保  教務委員会委員長 2006年2月 －現在
大学院検討ワーキンググループ委員 2006年4月 －2007年3月





[ 教育関連 ] 保  教務部会委員長 2008年4月 －2009年3月
[ 大学院入試関連 ] 医  研究科入試委員会委員 2008年4月 －2013年3月
[ 大学院入試関連 ] 医  研究科教務委員会委員 2008年4月 －2013年3月
[ 管理運営関連 ] 医  ラジオアイソトープセンター運営委員会委員 2009年4月 －現在




[ 教育関連 ] 保  教務部会委員長 2011年4月 －2012年3月













[ 講義 ] 情報基礎Ａ 2004年－2004年
[ 講義 ] 情報基礎Ａ 2005年－2005年
[ 講義 ] 情報基礎Ａ 2006年－2006年
[ 講義 ] 体と健康 (2セメスタ） 2006年－2007年
[ 講義 ] 情報基礎 A 2007年－2007年
[ 実習  少人数教育 ] 基礎ゼミ：人体の内部を探る放射線 2007年－2007年
[ 講義 ] カレント  トピックス科目：現代保健医療の抱える問題 2007年－2007年
[ 講義 ] カレント  トピックス科目：現代保健医療の抱える問題 2008年－2008年
[ 講義 ] 情報基礎 A 2008年－2008年
[ 講義 ] カレント  トピックス科目　現代の保健医療の抱える問題 2009年－2009年
[ 講義 ] 情報基礎 A 2009年－2009年
[ 実習  少人数教育 ] 基礎ゼミ：人体の内部を探る放射線 2009年－2009年
[ 講義 ] 情報基礎 A 2010年－2010年
[ 実習  少人数教育 ] 基礎ゼミ：人体の内部を探る放射線 2010年－2010年
[ 講義 ] 情報基礎 A 2011年－2011年
[ 実習  少人数教育 ] 基礎ゼミ：人体の内部を探る放射線 2011年－2011年
[ 講義 ] 情報基礎Ａ 2012年－2012年
[ 実習  少人数教育 ] 基礎ゼミ：人体の内部を探る放射線 2012年－2012年
(学部教育)
[ 講義 ] 保放  放射線物理学Ｉ 2004年－2004年
0 – 2 保健学専攻
田村　元
[ 講義 ] 医短衛  画像検査学 2004年－2004年
[ 臨床医学修練 ] 医  臨床医学修練（３次） 2004年－2005年
[ 実習 ] 医短放  放射線管理学実験 2004年－2005年
[ 講義 ] 医短放  卒業研究（診療放射線技術学科） 2004年－2005年
[ 実習 ] 医短放  放射化学実験 2004年－2005年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学Ｉ 2005年－2005年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 II 2005年－2005年
[ 講義 ] 保放  コンピュータ統計学演習Ｉ 2005年－2005年
[ 講義 ] 保放  医療解剖学 2005年－2006年
[ 講義 ] 保看  医療解剖学 2005年－2006年
[ 講義 ] 保検  医療解剖学 2005年－2006年
[ 臨床医学修練 ] 医  臨床医学修練（３次） 2005年－2006年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学演習 2005年－2006年
[ 講義 ] 保放  応用数学Ｉ 2005年－2006年
[ 講義 ] 医短放  卒業研究（診療放射線技術学科） 2005年－2006年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 I 2006年－2006年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 II 2006年－2006年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 III 2006年－2006年
[ 講義 ] 保放  コンピュータ統計学演習 I 2006年－2006年
[ 講義 ] 保険  画像検査学 2006年－2006年
[ 臨床医学修練 ] 医  臨床医学修練（３次） 2006年－2007年
[ 講義 ] 保看  医療解剖学（１，２セメスタ） 2006年－2007年
[ 講義 ] 保看  医療解剖学（３、４セメスタ） 2006年－2007年
[ 講義 ] 保放  医療解剖学 (１、２セメスタ） 2006年－2007年
[ 講義 ] 保放  医療解剖学（３，４セメスタ） 2006年－2007年
[ 講義 ] 保険  医療解剖学（１、２セメスタ） 2006年－2007年
[ 講義 ] 保険  医療解剖学（３，４セメスタ） 2006年－2007年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学演習 2006年－2007年
[ 講義 ] 保放  応用数学 I 2006年－2007年
[ その他教育 ] 保健学科オリエンテーション 2007年－2007年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 I 2007年－2007年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 II 2007年－2007年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 III 2007年－2007年
[ 講義 ] 保険  画像検査学 2007年－2007年
[ 実習 ] 保放  コンピュータ統計学演習 I 2007年－2007年
[ 臨床医学修練 ] 医  臨床医学修練（３次） 2007年－2008年
[ 講義 ] 保放  医療解剖学 2007年－2008年
[ 講義 ] 保放  応用数学 I 2007年－2008年
[ 講義 ] 保放  卒業研究 2007年－2008年
[ 実習 ] 保放  チーム医療実習 2007年－2008年
[ 実習 ] 保放  放射線物理学演習 2007年－2008年
[ その他教育 ] 保健学科オリエンテーション 2008年－2008年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 I 2008年－2008年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 II 2008年－2008年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 III 2008年－2008年
[ 講義 ] 保検  画像検査学 2008年－2008年
[ 臨床医学修練 ] 医  臨床医学修練（３次） 2008年－2009年
[ 講義 ] 保放  医療解剖学 2008年－2009年
[ 講義 ] 保放  卒業研究 2008年－2009年
[ 実習 ] 保放  放射線物理学演習 2008年－2009年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 I 2009年－2009年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 II 2009年－2009年
[ 講義 ] 保検  画像検査学 2009年－2009年
[ 実習 ] 保放  放射線計測学実験 II（５セメスタ） 2009年－2009年
[ 実習 ] 保放  チーム医療実習 2009年－2009年
[ 臨床医学修練 ] 医  臨床医学修練（３次） 2009年－2010年
[ 講義 ] 保放  卒業研究 2009年－2010年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 III 2009年－2010年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 I 2010年－2010年
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[ 講義 ] 保放  放射線物理学 II 2010年－2010年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 III（5セメスタ） 2010年－2010年
[ 講義 ] 保検  画像検査学 2010年－2010年
[ 実習 ] 保放  チーム医療実習 2010年－2010年
[ 臨床医学修練 ] 医  臨床医学修練（３次） 2010年－2011年
[ 講義 ] 保放  卒業研究 2010年－2011年
[実習 ] 保放 総合画像診断技術学演習 (放射線計測学実験 II)　（４セメスタ） 2010年－2011年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 I 2011年－2011年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 II 2011年－2011年
[ 講義 ] 保検  画像検査学 2011年－2011年
[ 実習 ] 保放  チーム医療実習 2011年－2011年
[ 臨床医学修練 ] 医  臨床医学修練（３次） 2011年－2012年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 III 2011年－2012年
[ 講義 ] 保放  卒業研究 2011年－2012年
[ 実習 ] 保放  放射線計測学実験（４セメスタ） 2011年－2012年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 I 2012年－2012年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 II 2012年－2012年
[ 実習 ] 保放  チーム医療実習（総合医療演習） 2012年－2012年
[ 講義 ] 保放  放射線物理学 III 2012年－2013年
[ 講義 ] 保放  卒業研究 2012年－2013年
[ 実習 ] 保放  放射線計測学実験（４セメスタ） 2012年－2013年
[ 実習 ] 保放  放射線計測学実験（８セメスタ） 2012年－2013年
[ 講義 ] 保検  画像検査学 2012年－2013年
(大学院教育)
[ 講義 ] 医  先端放射線科学概論 2008年－2009年
[ 講義 ] 医  先端放射線診断技術学特論 I 2008年－2009年
[ 実習 ] 医  医用情報学セミナー I 2008年－2009年
[ 実習 ] 医  画像診断技術トレーニング 2008年－2009年
[ 講義 ] 医  保健学特別研究 2008年－2009年
[ 講義 ] 医  先端放射線科学概論 2009年－2010年
[ 実習 ] 医  医用情報学セミナー I 2009年－2010年
[ 実習 ] 医  医用情報学セミナー IＩ 2009年－2010年
[ 講義 ] 医  先端放射線診断技術学特論 I 2010年－2011年
[ 講義 ] 医  先端放射線科学概論 2010年－2011年
[ 実習 ] 医  保健学論文研究 2010年－2011年
[ 実習 ] 医  医用情報学セミナー II 2010年－2011年
[ 実習 ] 医  医用情報学セミナー I 2010年－2011年
[ 講義 ] 医  先端放射線科学概論 2011年－2012年
[ 実習 ] 医  医用情報学セミナー I 2011年－2012年
[ 講義 ] 医  先端放射線科学概論 2012年－2013年
[ 講義 ] 医  先端放射線診断技術学特論 I 2012年－2013年
[ 講義 ] 医  医学物理学特論 2012年－2013年
[ 実習 ] 医  論文研究（保健Ｍ） 2012年－2013年
[ 実習 ] 医  医用情報学セミナー I 2012年－2013年
[ 実習 ] 医  医用情報学セミナー II 2012年－2013年
(他大学)
[ 他大学及び他研究科の講義等 ] 放射線物理学 2008年－2008年
[ その他教育 ] 放射線物理学 2010年－2011年
[ 他大学及び他研究科の講義等 ] 放射線物理学 2011年－2012年
[ 他大学及び他研究科の講義等 ] 放射線物理学 2012年－2013年
国際会議　発表・講演
MR imaging and functional anatomy of the basal ganglia.[RSNA 2003]
(2003年11月30日 –- 2003年12月5日, ,Chicago) ポスター（一般）
Radiation dose of brain CT: knowledge of basic concept for neuroradiologist to avoid unnecessary
exposure.[RSNA 2003]
(2003年11月30日 –- 2003年12月5日, ,Chicago) ポスター（一般）
QUANTITATION OF CHANGES IN CEREBRAL BLOOD FLOW AND LONGITUDINAL RELAX-
ATION RATE (R1 =1/T1) INDUCED BY MILD HYPEROXIA[ISMRM 19th Annual Meeting]
(2011年5月8日 –- 2011年5月12日, ,Montreal) ポスター（一般）
0 – 4 保健学専攻
田村　元
国内会議　発表・講演
一方向にMPG (Motion Probing Gradient) をかけて得られる脳 ADCの信頼性 &not; Traceとの比較 [第
26回日本磁気共鳴医学会大会]
(1998年9月15日 –- 1998年9月15日) 口頭（一般）
脳腫瘍の拡散係数 &not; 拡散テンソルの Traceの測定 [第 99回日本医学放射線学会北日本地方会]
(1998年11月15日 –- 1998年11月15日) 口頭（一般）
高齢者脳梁欠損症の脳白質の拡散テンソル測定 &not; 症例報告 [第 27回日本磁気共鳴医学会大会]
(1999年9月15日 –- 1999年9月15日) 口頭（一般）
MRI Diﬀusion Tensor Imagingにおける第２の固有ベクトルの方向 [第 30回日本神経放射線学会]
(2001年2月15日 –- 2001年2月15日) ポスター（一般）
超急性期脳梗塞症例における貧困灌流のMRIによる検出 [第 104回日本医学放射線学会北日本地方会]
(2001年6月22日 –- 2001年6月22日) 口頭（一般）
造影剤を用いたＭＲ灌流画像による脳MTT測定の simulation[第 29回日本磁気共鳴医学会大会]
(2001年9月22日 –- 2001年9月22日) ポスター（一般）
拡散異方性の形状を示すカラー表示 [第 30回日本磁気共鳴医学会大会]
(2002年9月15日 –- 2002年9月15日) ポスター（一般）
脳拡散テンソルデータに基づく ﬁber trackingの試み [第 107回日本医学放射線学会北日本地方会]
(2002年11月15日 –- 2002年11月15日) 口頭（一般）
上後頭前頭束の ﬁber trackin[第 32回日本神経放射線学会]
(2003年2月15日 –- 2003年2月15日) 口頭（一般）
成人モヤモヤ病の頭蓋内出血　-発症様式と局在-[第 109回日本医学放射線学会北日本地方会]
(2003年11月14日 –- 2003年11月15日, 仙台) 口頭（一般）
第四脳室のMRI[第 109回日本医学放射線学会北日本地方会]
(2003年11月14日 –- 2003年11月15日) 口頭（一般）
脳MR灌流画像における動脈通過時間の測定 [第 109回日本医学放射線学会北日本地方会]
(2003年11月14日 –- 2003年11月15日, 仙台) 口頭（一般）
拡散テンソル画像法の基礎と臨床-拡散テンソルMR画像法はこう使える- SPMを用いたADC, FAの標準
化.[第 33回日本神経放射線学会]
(2004年2月5日 –- 2004年2月6日, 大阪) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
脳梗塞急性期において白質拡散係数はどのように変化するか [第 65回日本医学放射線学会学術集会]
(2006年4月7日 –- 2006年4月9日, 横浜) 口頭（一般）
人体内を流れる血液の 3.0Tでの T1緩和時間測定 [第 37回日本磁気共鳴医学会大会]
(2009年10月1日 –- 2009年10月3日, 横浜) ポスター（一般）
酸素分子による T1緩和時間変化の測定 [第 37回日本磁気共鳴医学会大会]
(2009年10月1日 –- 2009年10月3日) ポスター（一般）
脳組織の酸素濃度とMRI縦緩和時間 [第 14回酸素ダイナミクス研究会]
(2010年9月4日 –- 2010年9月4日) ポスター（一般）
高濃度酸素吸入によるヒト脳組織の縦緩和時間の変化 [第 38回日本磁気共鳴医学会大会]
(2010年9月30日 –- 2010年10月2日) 口頭（一般）
吸入酸素によるMRI信号変化の基礎研究: ヒト脳における血流量の変化 [第 38回日本放射線技術学会秋
期学術大会]
(2010年10月14日 –- 2010年10月16日, 仙台) 口頭（一般）
脳組織の酸素濃度とMRI 縦緩和時間 [第 14回酸素ダイナミクス研究会]
(2011年9月4日 –- 2011年9月4日, 東京) ポスター（一般）
縦緩和率 (R1) フリップ角 (B1)高空間分解能同時測定の一方法 [第 39回日本磁気共鳴医学会大会]
(2011年9月29日 –- 2011年10月1日, 北九州市) ポスター（一般）
頸部プラーク内出血の T1定量化の試み [第 39回日本磁気共鳴医学会大会]
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医用情報技術科学講座（医用物理学分野） 0 – 5
田村　元
臨床用動脈血スピンラベル法と positron emission tomographyにより得られる脳血流量の絶対値の比較 [第
40回]
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高橋　昭喜 ed. 高橋　昭喜, 田村　元
4) 新版　これでわかる拡散MRI（執筆担当部分）拡散テンソルの表示法 Vector map, 110-111. [秀潤社,(2005)10月
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田栄子, 細貝良行, 田村元
32) 低コントラスト CT画像におけるアダプティブフィルタの評価　線形フィルタとの対比. [日本放射線技術学
会雑誌, 65 (1), (2009), 15-24]
森一生, 内田美帆, 佐藤亜美, 佐藤紳悟, 田村元, 高井良尋, 石橋忠司, 齋藤春夫, 細貝良行, 小倉隆英, 千田
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総説・解説記事
1) [ Imaging of perivascular spaces of the brain: MR-clinical correlation] (No To Shinkei). [No To Shinkei, 52
(8), (2000), 671-690]
Okudera T, Tamura H, Uemura K
2) 測定法　脳循環測定におけるMRIの進歩 (脳と循環). [脳と循環, 6 (2), (2001), 169-172]
畑澤順, 下瀬川恵久, 豊嶋英仁, 田村元, 奥寺利男
3) 【脳血管疾患】　脳血管疾患の診断　 CT,MRI,SPECTを使いこなす (Medical Practice). [Medical Practice,
18 (4), (2001), 573-578]
田村元, 奥寺利男
4) 【脳卒中　診断から治療までの最前線】　画像診断  超音波診断　MRI-perfusion (カレントテラピー). [カ
レントテラピー, 19 (5), (2001), 539-543]
奥寺利男, 田村元, 豊嶋英仁, 畑澤順
5) 【脳ドック　その現状と管理の実際】　脳ドック　脳ドックで用いる検査　脳ド (Modern Physician). [Modern
Physician, 21 (10), (2001), 1357-1362]
奥寺利男, 田村元, 豊嶋英仁, 畑澤順
6) 脳の diﬀusion imaging (画像診断). [画像診断, 22 (10), (2002), 1150-1160]
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7) 【脳卒中の分子画像診断】　分子画像診断　脳卒中診断におけるMRの現状と将来 (分子脳血管病). [分子脳
血管病, 2 (2), (2003), 173-179]
田村元
8) 【マルチスライス CTと MRIの臨床応用】　頭部  頭頸部　脳腫瘍 (診断と治療). [診断と治療, 92 (9),
(2004), 1511-1523]
日向野修一, 田村元, 麦倉俊司, 高橋昭喜
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